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たまきの元気人

玉城町役場

山岡水源地

田丸排水処理場

旧夢工房跡地

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

玉
城
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
見
並
健
一
会
長
）

で
は
、
会
員
60
名
が
奉
仕
活
動
と
し
て
町
内

４
か
所
に
分
か
れ
７
月
８
日
、
草
刈
り
や
ゴ

ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
地
域
社
会
に

対
す
る
感
謝
と
担
い
手
と
し
て
の
活
力
を
示

す
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

で
、
こ
の
日
は
、
蒸
し
暑
い
天
候
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
み
な
さ
ん
、
日
ご
ろ
か
ら
農
作
業

な
ど
に
も
慣
れ
て
い
る
の
か
、
草
刈
り
機
の

エ
ン
ジ
ン
音
も
高
ら
か
に
生
き
生
き
と
活
動

さ
れ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

高
齢
期
を
楽
し
く
、
生
き
が
い
を
も
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
健
康

で
自
立
し
身
近
な
仲
間
と
支
え
合
い
な
が
ら

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
本
旨
に
触
れ
た
一
コ
マ

で
し
た
。

町
も
65
歳
以
上
の
方
が
４
人
に
１
人
を

占
め
、
地
域
を
基
盤
と
し
て
活
動
す
る
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
社
会
的
な
期
待
は
、
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
超
高
齢
社
会

を
明
る
く
、
豊
か
で
活
力
あ
る
も
の
に
し
て

い
く
た
め
に
活
動
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
（
☎
58

－

６
９
１
５
）
ま
で
。
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平
成
27
年
度

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告

平
成
27
年
度
を
振
り
返
っ
て

平
成
27
年
度
は
、
地
域
福
祉
活
動
計

画
と
も
言
え
る
第
２
期
「
地
域
ふ
く
し

力
向
上
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
同
時

に
町
で
は
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

地
域
福
祉
活
動
指
標
に
本
計
画
を
位
置

づ
け
、
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
さ
ら
な
る
向
上
や
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
世
代
を
越
え
た

幅
の
広
い
福
祉
共
育
に
一
段
と
弾
み
を

つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
住
ま
い
・ 

医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
、
助
け
合
い
支
え
あ
い
の
共
助
・
互

助
の
層
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

地
域
資
源
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
り
、

生
産
年
齢
層
の
地
域
福
祉
へ
の
参
加
意

識
の
希
薄
化
が
顕
著
に
現
れ
、
今
後
の

福
祉
共
育
は
社
協
活
動
に
お
け
る
重
要

な
役
割
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
第
２
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
も
言
え
る
生
活
困
窮
者

へ
の
支
援
も
制
度
化
さ
れ
、
町
や
県
社

協
と
の
連
携
で
生
活
自
立
支
援
事
業
が

本
格
化
し
た
他
、
障
害
者
へ
の
支
援
に

向
け
た
計
画
相
談
事
業
を
開
始
す
る
な

ど
、
生
活
弱
者
へ
の
支
援
を
強
化
し
て

き
ま
し
た
。

一
方
、在
宅
介
護
分
野
に
お
い
て
は
、

介
護
報
酬
の
改
訂
も
あ
り
訪
問
介
護
事

業
、
通
所
介
護
事
業
に
お
い
て
利
用
者

の
減
少
と
相
ま
っ
て
前
期
大
き
く
収
入

が
落
ち
込
む
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

職
員
一
丸
と
な
り
業
務
改
善
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

バ
ス
事
業
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
運
営
に
つ
い
て
も
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
、
平
成
27
年
度

に
お
け
る
事
業
方
針
を
概
ね
実
現
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
、
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
法
人
運
営
〉

法
人
運
営
の
経
営
体
制
の
強
化

①
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

会員口数 会　費
個人会員 300 円／口 1,914 口 596,780 円
団体会員 5,000 円／口 61 口 315,000 円
賛助会員 10,000 円／口 20 口 200,000 円

計 1,995 口 1,111,780 円

①社会福祉協議会会員の加入促進及び地域福祉活動費への協力

※端数金額が含まれているため口数と金額が相違します。

寄附金額 1,775,445 円②寄附金
※その他、美和ロック㈱労働組合からテント１張

金　額 50,805 円
③チャリティーバザーの開催（町桜まつりチャリティバザー）

役
員
・
職
員
等
の
資
質
向
上
研
修
の
取

り
組
み	

各
種
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化

①
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
活
動

・
民
生
委
員
・
児
童
委
員
33
名
、
主
任

児
童
委
員
２
名

②
福
祉
協
力
員
の
連
携

・
委
員
構
成
21
名

③
福
祉
団
体
活
動
の
支
援

④
町
や
事
業
所
間
の
連
携

〈
地
域
福
祉
事
業
の
推
進
〉

身
近
な
地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
享
受

で
き
る
地
域
づ
く
り
（
老
人
福
祉
活
動

事
業
）

①
サ
ロ
ン
事
業
の
支
援
と
推
進

・
高
齢
者
サ
ロ
ン　
町
内
６
か
所
（
13

字
区
）

・
お
風
呂
サ
ロ
ン

②
ほ
の
ぼ
の
便
（
安
否
確
認
）

　
利
用
人
数
１
４
７
名

③
歳
末
援
護
事
業
（
ま
ご
こ
ろ
弁
当
）

　
利
用
人
数
１
５
４
名

④
ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル
（
介
護
者
の
つ
ど

い
）
年
４
回
開
催

　
延
べ
参
加
人
数
32
名

⑤
ぴ
ん
の
会（
独
居
高
齢
者
支
援
事
業
）

　
年
12
回
開
催

　
延
べ
参
加
人
数
４
６
６
名

⑥
給
食
サ
ー
ビ
ス　
年
19
回
配
食

　
延
べ
利
用
者
数
４
５
６
名

⑦
楽
笑
会
（
ら
く
し
ょ
う
か
い
）

４
校
区
開
催
（
下
外
城
田
44
名
、
有

田
53
名
、
外
城
田
70
名
、
田
丸
81
名

参
加
）

⑧
備
え
ト
コ（
防
災
啓
発
グ
ッ
ズ
配
布
）

　
配
布
人
数
30
名

積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く

り
（
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業
）

①
元
気
で
す
た
ま
き
事
業

・
委
員
会
の
運
営　
委
員
12
名

・
あ
い
さ
つ
強
化
運
動
（
毎
月
第
３
火

曜
日
）
延
べ
参
加
人
数
６
０
５
名

・
健
康
し
あ
わ
せ
委
員
会
協
働
（
ふ
れ

あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
し
あ
わ
せ
の

一
行
詩
募
集
）

・
地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催
（
玉
城
中

学
校
）

②
車
い
す
貸
出
事
業　
41
件

③ 

福
祉
共
育
事
業

・
た
ま
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
５

　
参
加
者
61
名

・
手
話
っ
ち
カ
フ
ェ　
参
加
者
20
名

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
福
祉
教
育
の

推
進（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業
）

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
、
登
録
者
の

拡
充
と
活
動
支
援

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
の
充

実
《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
４
３

４
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
支

援
21
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ

の
助
成
１
２
８
，
６
０
０
円
／
８
団

体
》

・
ふ
れ
あ
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ち
ょ
こ

っ
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）《
登
録

利
用
者
人
数
９
名
、
延
べ
利
用
回
数

２
４
２
回
》

②
児
童
生
徒
の
福
祉
意
識
の
高
揚

・
福
祉
体
験
教
室
の
開
催

　
延
べ
参
加
人
数
38
名

・
福
祉
協
力
校
の
育
成
及
び
活
動
へ
の

助
成
３
９
３
，
０
０
０
円
（
小
中
学

校
５
校
）

・
福
祉
協
力
校
連
絡
会
の
開
催

・
児
童
生
徒
の
福
祉
参
画
促
進

・
子
育
て
サ
ロ
ン

　
延
べ
参
加
人
数
２
０
８
名

③
ふ
く
し
共
育
活
動
へ
の
参
画

・
防
災
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

（
障
が
い
児
・
者
福
祉
活
動
事
業
）

・
は
っ
ぴ
ぃ
サ
ー
ク
ル　
年
６
回
開
催

延
べ
参
加
人
数
65
名
（
対
象
児
の
み
）

〈
相
談・援
助
事
業
〉

福
祉
相
談
機
能
の
充
実
強
化

・
心
配
ご
と
相
談
12
件

・
窓
口
総
合
相
談
22
件

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
相
談
援

助
事
業 

①
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
利
用
人
数
10
名

②
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

・
自
立
相
談
支
援
事
業
12
名

・
家
計
相
談
支
援
事
業
１
名

・
就
労
支
援
事
業
５
名

〈
受
託
事
業
の
運
営
バ
ス
事
業
〉

①
研
修
バ
ス　
利
用
件
数
２
５
０
件

②
福
祉
バ
ス　

　
延
べ
利
用
人
数
２
，
８
７
６
名

③
元
気
バ
ス

　
登
録
者
数
１
，
４
３
１
名

　
延
べ
利
用
人
数
２
５
，
６
７
７
名

④
す
ま
い
る
バ
ス
（
介
護
予
防
事
業
参

加
者
へ
の
移
動
支
援
バ
ス
）

　
延
べ
利
用
人
数
１
，
７
８
１
名

〈
募
金
活
動
の
推
進
〉

日
本
赤
十
字
社
募
金
（
５
月
）

１
，
７
０
７
，
３
０
０
円

共
同
募
金
と
歳
末
助
け
合
い
募
金

１
，
８
４
７
，
９
５
０
円

災
害
義
援
金

※
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
送
金

①
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
収
益
金
よ

り
・
ネ
パ
ー
ル
支
援
義
援
金
３
７
，
６
７

３
円

②
桜
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
収

益
金
よ
り

・
東
日
本
災
害
義
援
金
１
０
，
０
０
０

円
・
２
０
１
６
年
台
湾
地
震
救
援
金
１

０
，
０
０
０
円

〈
地
域
住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
事
業
の
実
施
〉

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

　
延
べ
作
業
人
数
２
，
４
１
０
名

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
制
度
等
の
推
進

平成27年度 玉城町社会福祉協議会収支決算

前期繰越
87,227,402円

23.6%
介護保険
事業収入

134,883,020円
36.5%

障害福祉サービス事業収入
32,800,416円 8.9%

町補助金・助成金 15,922,000円 4.3%
町受託金 30,443,550円 8.2%県受託金 491,100円 0.1%

共募・日赤金配分金
1,906,288円 0.5%

会費 1,111,780 円 0.3%

寄付金・事業収入・
その他

3,107,042円 0.8% シルバー人材  　　
センター

事業収入　
62,342,864円

16.8%

障害福祉　　　
サービス事業

　30,448,304円
8.2%

介護保険事業
（通所介護・訪問介護・
　　　　居宅介護支援）

　　　　　115,490,953円 
　　　　　31.1%

法人 39,314,754円 10.6%
福祉バス事業 9,193,900円 2.5%

元気バス事業
19,762,813円 5.3%

シルバー人材
センター事業
62,305,063円 16.9%

次期繰越
93,554,354円

25.3%

収　入
370,235,462円

支　出
370,235,462円その他の支出事業

165,321円 0.1%

あいさつ強化運動の様子
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お
天
気
を
願
っ
た
６
月
５
日
（
日
）、

ま
つ
り
の
朝
は
、あ
い
に
く
の
雨
模
様
。

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
も
あ
わ
た
だ
し
く
な

り
ま
し
た
。

今
年
度
の
ま
つ
り
の
テ
ー
マ
は
、『
和

か
ら
絆
へ
た
ま
き
人
』。
町
内
外
か
ら

福
祉
関
係
団
体
、
地
域
活
動
団
体
等
の

参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
今
年
の
参

加
数
は
、
約
50
団
体
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
で
、
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
玉

城
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
合
わ
せ

て
「
元
気
で
す
た
ま
き
」
の
体
操
を
会

場
全
体
で
行
い
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
の

演
奏
が
梅
雨
空
も
は
ね
の
け
る
く
ら
い

に
、
元
気
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
絵
手
紙
、
親
子
で
楽
し
め
る
マ
ス
キ

ン
グ
テ
ー
プ
を
使
っ
た
コ
ー
ナ
ー
や
福

祉
施
設
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
人
気
で
、
健
康
チ
ェ

ッ
ク
や
民
生
委
員
に
よ
る
〝
じ
ゃ
が
バ

タ
ー
〟
の
ふ
る
ま
い
も
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
ご

来
場
い
た
だ
き
、
会
場
内
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

他
に
会
場
内
で
は
、
熊
本
地
震
の
救

援
・
復
興
支
援
の
募
金
箱
を
設
置
し
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ
ン
ゴ
参
加
費
で
得
た

収
益
と
合
わ
せ
て
２
８
，
９
５
７
円
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、
被
災
地
に

贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
玉
城
の
福
祉
の
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
、
少
し
ず
つ
参
加
団

体
も
増
え
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
福
祉
団
体
の
み
な
さ
ん
の
協
力
の
も

と
、来
場
者
の
み
な
さ
ん
と
の
出
会
い・

元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
開
催

■
元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会

昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
２
期

「
玉
城
町
地
域
ふ
く
し
力
向
上
計
画
」

で
は
、
玉
城
町
に
在
住
、
在
籍
、
在
勤

者
で
町
へ
の
町
民
意
識
（
玉
城
町
を
思

う
気
持
ち
）
を
持
つ
全
て
の
人
を
『
た

ま
き
人び

と

』
と
称
し
て
い
ま
す
。

こ
の
『
た
ま
き
人び

と

』
を
広
く
周
知
し

て
い
く
た
め
に
、
６
月
５
日
の
ま
つ
り

の
会
場
内
で
は
【
わ
た
し
の
「
た
ま
き

人び
と

」
宣
言
！
】
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

来
場
者
の
方
に
私
は
、
玉
城
の
○
○
が

好
き
、
○
○
が
し
た
い
、
○
○
が
で
き

る
な
ど
、
玉
城
を
思
う
気
持
ち
を
宣
言

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
を
顔
写
真
入
り
の
カ
ー

ド
に
作
成
し
て
、
認
定
た
ま
き
人
カ
ー

ド
を
進
呈
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
城
山
が
好
き
な
た
ま
き

人び
と

や
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
た
い
た
ま
き

人び
と

な
ど
55
名
の
方
が
宣
言
し
ま
し
た
。

「
た
ま
き
人び

と

」
の
マ
ー
ク
決
定
!!

こ
の
マ
ー
ク
に
は
、
玉
城
を
象
徴
す

る
桜
を
人
に
見
立
て
、
一
つ
の
リ
ボ
ン

で
つ
な
が
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て

い
ま
す
。

作
成
は
、
玉
城
中
学
校
美
術
部
の
み

な
さ
ん
に
昨
年
度
お
願
い
し
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
町
の
こ
と
、
町
に
関

わ
る
み
ん
な
の
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
、
考
え
て
い
た
だ
き
、
い
く
つ
か
の

中
か
ら
選
考
し
、
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
こ
の
マ
ー
ク
や
カ
ー
ド

に
特
典
を
設
け
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の

推
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

つ
な
が
り
、
様
々
な
福
祉
活
動
に
ふ
れ

る
機
会
を
催
す
こ
と
が
で
き
た
ま
つ
り

と
な
り
ま
し
た
。

※
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
は
、
共
同

募
金
配
分
金
及
び
社
協
会
費
を
充
て

て
い
ま
す
。

オープニングを飾る玉城中吹奏楽部

日本赤十字社三重県支部コーナー

福祉施設　宮の里コーナー絵手紙　ゆずりは会コーナー

チャリティービンゴ防災ボランティアコーナー

母子福祉会による綿菓子

■
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

ま
つ
り
内
で
は
、
民
生
・
児
童
委
員

協
議
会
に
よ
り
「
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
」
と

「
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
」
が
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
民
生
委
員
産
の
じ
ゃ
が
芋

で
、種
芋
を
植
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、

丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
に
た
べ
て
い
た
だ
く
の
で

あ
れ
ば
と
、
３
月
頃
植
え
、
５
月
25
日

に
収
穫
に
あ
た
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
お
召

し
あ
が
り
い
た
だ
け

た
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
を
継
続
し

て
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
少
し
心
配

だ
っ
た
の
が
、
と
な
り
近
所
と
の
会
話

が
あ
る
か
と
の
問
い
に
、
半
数
以
上
の

方
が
で
き
て
い
な
い
と
回
答
さ
れ
た
こ

と
で
す
。

あ
い
さ
つ
を
最
初
の
き
っ
か
け
と
し

て
、
ご
近
所
同
士
顔
の
見
え
る
関
係
を

築
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（単位：人）
項　目 はい いいえ 合計

自分の地区の避難場所を知っていますか。 86.5% 13.5% 11196 15
災害時の非常持ち出し袋の用意と点検ができて
いますか。

44.1% 55.9% 11149 62

家族との連絡が取れるようになっていますか。 80.0% 20.0% 11088 22

自宅の耐震診断ができてていますか。 36.1% 63.9% 10839 69
となり近所の人と会話していますか。

（あいさつ、日常会話など）
33.3% 66.7% 10836 72

家具の固定をしていますか。 92.1% 7.9% 114105 9

㊤じゃがいも掘りの様子
㊨じゃがいも苗の手入れ

まつりを楽しむ様子

認
定
た
ま
き
人
カ
ー
ド
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楽
笑
会  

開
始
か
ら

５
年
目
を
迎
え
る

地
域
の
高
齢
者
、
子
ど
も
達
、
ま
た

民
生
委
員
な
ど
が
交
流
の
場
を
持
つ

『
楽
笑
会
』
は
、
始
ま
っ
て
５
年
目
を

迎
え
ま
す
。
６
月
に
有
田
小
学
校
と
下

外
城
田
小
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

７
日
、小
学
４
年
生
の
授
業
内
（
５
、

６
限
目
）
で
行
い
ま
し
た
。

４
年
生
の
み
な
さ
ん
は
、
招
く
地
域

の
方
を
ど
の
よ
う
に
も
て
な
そ
う
か
と

考
え
、
昔
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
を
い
く
つ

か
企
画
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
手
玉
３
個
を
操
る
人
に
「
す
ご
ー

い
」
の
子
ど
も
た
ち
の
声
。
昨
年
も
参

加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
去
年
の
あ
や
と

り
の
ヒ
モ
が
古
か
っ
た
の
で
と
、
新
し

く
編
ん
で
持
っ
て
き
て
く
れ
る
方
も
見

え
て
、
参
加
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
の

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
中
で
は
、
百
人
一
首

が
流
行
っ
て
い
る
ら
し
く
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
参
加
者
が

ペ
ア
に
な
っ
て
交
互
に
取
っ
て
、
行
い

ま
し
た
。
大
き
な
歓
声
と
た
め
息
に
包

ま
れ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

３
年
生
の
児
童
が
迎
え
入
れ
て
く
れ

た
会
場
は
、元
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

積
極
的
な
子
ど
も
た
ち
が
多
く
、
初

め
の
自
己
紹
介
か
ら
マ
イ
ク
な
し
で
も

大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
し
ま
す
。

参
加
者
と
ペ
ア
に
な
っ
て
の
手
遊
び

は
、
参
加
者
の
出
す
手
に
子
ど
も
た
ち

が
自
分
の
手
を
添
え
て
い
き
ま
す
。「
ポ

ン
ポ
ン
パ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
、「
わ

ー
」「
お
ー
」
な
ど
合
わ
せ
た
時
の
声

も
出
ま
す
。

交
流
ゲ
ー
ム
も
絵
で
し
り
と
り
を
行

っ
た
り
、
紙
ひ
こ
う
き
を
つ
く
っ
て
、

ど
こ
ま
で
飛
ば
せ
る
か
な
ど
楽
し
い
企

画
を
考
え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

一
生
懸
命
考
え
た
内
容
は
、
参
加
者

み
ん
な
に
伝
わ
り
、
こ
の
会
に
参
加
す

る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
参
加
者

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
両
日
と
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
虹

の
会
の
方
々
が
美
味
し
い
水
よ
う
か
ん

を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
は
、

民
生
委
員
さ
ん
お
手
製
の
竹
の
容
器
に

流
し
入
れ
、
和
菓
子
屋
の
店
頭
に
出
て

い
て
も
お
か
し
く
な
い
く
ら
い
の
出
来

栄
え
に
お
い
し
く
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
。２

学
期
に
は
、
田
丸
小
学
校
、
外
城

田
小
学
校
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

手
話
を
気
軽
に

手
話
っ
ち
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン

今
年
度
、
手
話
に
関
心
の
あ
る
方
や

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
気
軽
に
集
ま

っ
て
、
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
障
が
い
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
こ
う
と
開
催
し

て
い
ま
す
。

「
わ
か
ら
な
い
」「
も
う
一
度
お
願
い

し
ま
す
」
な
ど
気
軽
に
聞
け
て
、
参
加

者
同
士
が
教
え
合
う
。
気
軽
に
参
加
で

き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
で
す
の
で
、
お
い
し
い
お
菓

子
と
飲
み
物
も
付
き
ま
す
。

次
回
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
ど
う

ぞ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
：
平
成
28
年
８
月
６
日
（
土
）

時　
間
：
午
前
10
時
～
正
午

場　
所
：
玉
城
町
保
健
福
祉
会
館

参
加
費
：
１
０
０
円

有田小学校（参加者59名）

百人一首を一緒に行う様子

下外城田小学校（参加者44名）

手遊びの様子

町
内
で
も　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
も
て
な
し

「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」

去
る
５
月
25
日
、
26
日
は
、
Ｇ
７
の

各
国
首
脳
を
お
迎
え
す
る
伊
勢
志
摩
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

多
く
の
警
察
官
に
、
マ
ス
コ
ミ
の
報

道
、
い
つ
も
の
日
常
と
違
う
雰
囲
気
が

こ
の
期
間
あ
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
ど
の
く
ら
い
身
近
に
感

じ
た
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
、
玉
城

町
内
で
も
４
月
の
21
日
（
木
）、
22
日

（
金
）
と
お
も
て
な
し
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

ま
ず
21
日
に
は
、
毎
年
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
地
域
交
流
の
活
動
を
お
も
て
な

し
活
動
と
位
置
付
け
、
町
外
か
ら
来
ら

れ
る
方
が
よ
く
利
用
す
る
ア
ス
ピ
ア
玉

城
周
辺
と
ピ
ア
ゴ
ま
で
の
外
城
田
川
沿

い
を
中
心
に
２
か
所
に
分
か
れ
て
行
い

ま
し
た
。

交
通
量
の
多
い
と
こ
ろ
だ
け
に
、
ポ

イ
捨
て
が
多
く
、
不
法
投
棄
さ
れ
て
い

る
も
の
も
み
つ
け
ま
し
た
。

少
し
、小
雨
に
も
降
ら
れ
ま
し
た
が
、

沿
道
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
翌
日
に
は
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
と
し
て
、
保
健
福
祉
会
館
、
田
丸

駅
前
花
壇
、
勝
田
交
差
点
花
壇
の
3
か

所
の
花
の
植
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
金
魚
草
が
、
町

の
中
で
彩
り
、
出
迎
え
の
準
備
が
で
き

ま
し
た
。

尾
上
民
生
委
員

県
民
協
会
長
表
彰
授
け
る

５
月
12
日
、
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
第
13
回
三
重
県
民
生
委
員
児
童
委

員
大
会
」
が
行
わ
れ
、
尾
上
利
幸
民
生

委
員
（
城
東
団
地
）
が
会
長
表
彰
を
授

け
ら
れ
ま
し
た
。

長
年
、
地
域
の
相
談
員
と
し
て
の
功

ゴミ拾いの様子

花いっぱい運動

績
が
称
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

尾上民生委員

防
災
レ
シ
ピ
で

「
防
災
の
日
」
を
考
え
る

防
災
レ
シ
ピ
の
ご
紹
介

阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、

今
年
に
入
り
熊
本
県
で
も
大
き
な
地
震
が

あ
り
、
当
地
域
も
早
く
か
ら
東
南
海
地
震

の
影
響
を
受
け
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

玉
城
町
に
も
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
組
織
さ
れ
、地
域
の
皆
さ
ま
へ
防
災・

減
災
意
識
の
向
上
に
働
き
か
け
る
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時

に
役
立
つ
「
ポ
リ
袋
を
使
っ
た
あ
っ
た

か
い
非
常
食
」
と
し
て
、
炊
飯
と
カ
レ

ー
作
り
の
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
炊
飯
】

① 

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
２
重
に
し
て
、
そ
の

中
に
お
米
（
１
合
）、
水
（
２
０
０

ｃ
ｃ
）
を
入
れ
る
。

※
名
前
は
、
外
の
袋
に
書
い
て
お
く
。

② 

炊
き
あ
が
る
と
ふ
く
れ
る
の
で
、
空

気
を
抜
い
て
、
上
の
方
で
結
ぶ
。

③ 

そ
の
ま
ま
、
15
分
置
く
。

④ 

た
っ
ぷ
り
沸
か
し
た
お
湯
の
中
に
静

か
に
入
れ
る
。
鍋
肌
に
つ
か
な
い
よ

う
に
、
鍋
の
中
に
タ
オ
ル
を
ひ
く
。

⑤ 

30
分
炊
く
。　
⑥
10
分
蒸
ら
す
。

【
カ
レ
ー
】
材
料
（
１
人
分
）

　
じ
ゃ
が
芋
…
…
…
…
80
ｇ

　
玉
ね
ぎ
…
…
…
…
…
80
ｇ

　
に
ん
じ
ん
…
…
…
…
30
ｇ

　
シ
ー
チ
キ
ン
…
１
／
２
缶

　
カ
レ
ー
ル
ー
…
固
形
１
個

　
水
…
…
…
…
…
…
50
ｃ
ｃ

作
り
方

①
材
料
を
適
当
な
大
き
さ
に
切
り
そ
ろ

え
る
。（
野
菜
は
、
小
さ
く
刻
ん
だ

方
が
熱
の
伝
わ
り
が
よ
く
、
柔
ら
か

く
煮
え
る
）

②
袋
の
中
で
固
形
カ
レ
ー
ル
ー
を
水
で
溶

か
し
、
そ
の
中
に
材
料
を
全
部
入
れ
袋

の
空
気
を
抜
い
て
、
上
の
方
で
結
ぶ
。

（
カ
レ
ー
ル
ー
は
、
あ
ら
か
じ
め
細
か

く
し
て
溶
か
し
て
お
く
と
よ
い
）

③
沸
騰
し
た
お
湯
の
中
に
袋
ご
と
入
れ

て
、
30
分
煮
る
と
出
来
上
が
り
。

ポ
リ
袋
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
は
、
一
度
に

複
数
の
料
理
を
調
理
す
る
こ
と
が
出
来
、

ポ
リ
袋
の
ま
ま
器
に
盛
り
つ
け
る
こ
と
で

食
器
を
汚
さ
な
い
工
夫
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
非
常
食
で
備
蓄
し
た
も
の
が
よ

く
そ
の
ま
ま
消
費
期
限
を
迎
え
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

非
常
時
に
備
え
て
食
べ
ず
に
備
蓄
す

る
の
で
は
な
く
、
定
期
的
に
「
非
常
食

の
日
」
を
決
め
て
日
ご
ろ
か
ら
食
べ
慣

れ
た
も
の
に
す
る
、
食
べ
た
ら
買
い
足

す
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
よ
う
で
す
。

自
分
た
ち
に
あ
っ
た
災
害
時
へ
の
備

え
を
ご
家
族
、
ご
近
所
で
話
し
合
っ
て

い
た
だ
い
て
は
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



心配ごと相談（予約不要）
毎月10日、30日　13：00～15：00　玉城町保健福祉会館にて
相談員：民生児童委員、人権擁護委員、行政相談員

ご寄附ありがとうございました。（4月～6月）
友の会様　　　　　　　　　　　　　12,000円
匿名様　　　　　　　　　　　　　　39,749円
元気バス募金箱　　　　　　　　　　99,541円

身近な社協相談窓口ご案内

　集めたものを今回下記のようにご寄附いただき
ました。

・ベルマーク ⇒ 
   外城田小学校・下外城田小学校へ

・使用済み切手 ⇒ 
   公益社団法人  日本キリスト教海外医療協会
   （海外における保健医療分野の支援協力）

・アルミプルトップ ⇒ 
   NPO 法人 たまき末芳園へ（町内障がい者作業所）

パナソニックデバイス労働組合伊勢
支部では、いくつかの収集ボラン
ティア活動に取り組まれています。

日本赤十字社
玉城町分区よりお知らせ
日赤募金ご協力のお礼
　５月より区長様を通じ皆様にご協力頂きました
募金は、1,597,950 円（H28. ６. 末現在）となり
ました。皆様の温かいご支援、ご協力に感謝いた
します。ありがとうございました。
　尚、ご協力いただいた募金は、日本赤十字社　
三重県支部を通じ「災害救助活動」や「国際活動」
など赤十字の活動資金に活用されるほか、町福祉
活動へも交付を受け、今年度行う「福祉体験教室」
や「社会福祉大会」の事業費に充てさせていただ
きます。
平成 28年熊本地震義援金贈る
　善意をお寄せいただき、ありがとうございまし
た。日本赤十字社を通じて、被災地に贈らせてい
ただきました。

「今日も気分はニニ・ロッソ」in 三重実行委員会様
66,997 円

玉城町虹の会様　　　　　　　　　　   12,060 円
中角区様　　　　　　　　　　　　　   30,000 円
旨かつ本舗かつ Q 玉城店様義援金　　  15,402 円
玉城町社会福祉協議会職員　一同　　   75,000 円

（６月 30 日現在）

第
82
回

開催日時：平成 28 年８月 28 日（日）
　　　　　13：00 ～ 15：00（12：30 開場）
場　　所：玉城町保健福祉会館ふれあいホール
入		場		料：無料
問		合		先：玉城町社会福祉協議会
　　　　　担当：北岡・中西（☎ 0596-58-6915）
　　　　　NPO 法人三重音楽療法地域推進協会（MT ちいき）
　　　　　担当：かわにし（☎ 0596-23-1125）
主催：「ライブスペース勢の !  in 玉城」実行委員会
共催：玉城町地域自立支援協議会・玉城町社会福祉協議会・
玉城町・NPO 法人三重県音楽療法地域推進協会（MT ちいき）
後援：玉城町教育委員会

　『ベルマーク運動』には、「自分たちの学校づくり」と「へき地学校や開発途上国のお友達への教育援助」
を行う２つの教育援助活動の機能があります。協賛された企業が登録した商品に（ベルマーク）をつけ、
そのマークを集めることで、１点が１円に換算されてベルマーク預金となり、その預金で、自分たちの学
校に必要な設備・教材が「協力会社」から購入できます。すると、その購入金額の 10％が自動的にベルマー
ク財団に寄付され、さまざまな教育援助活動に使われます。ベルマークの商品は、現在 2000 種類以上あり、
私たちの周りにもよくある商品についています。また、使用済みインク（トナー）カートリッジ回収でも
ベルマーク点数がもらえます。※但し、エプソンもしくは、キャノンの純正のものに限られます。
町内各小中学校でも取り組んでいる『ベルマーク運動』
　マーク集めから始まるだれでも気軽に参加できるボランティア活動で、子どもたちを応援しま
しょう。玉城町社会福祉協議会へお持ちください。各小中学校にお届けします。

ご存知ですか？誰でも気軽に参加できるボランティア活動『ベルマーク運動』

音楽？　音色　それは皆が

楽しくなったり　嬉しくなったり

心と心　音と音　人と人をつなぐ

今日という名の音楽は　今日にしか　生まれない

手と手　つないで　ほら…

どこからか　音楽がきこえてくるよ

ライブスペース勢の in たまき

どうぞ　ごゆっくり　お楽しみ下さい。


